建築材の安定供給に係る協定書（例示）

○○製材株式会社（以下「甲」という。）と△△プレカット株式会社（以下「乙」という。）とは、今後の建築材の安定供給と安定購入について、次のとおり協定を締結する。
[bookmark: _GoBack]なお、甲及び乙は、この協定を契機に、協定で定めない事項（品目・取引量）についても、安定供給と安定購入に努めるものとする。

（目　的）
第１条　この協定は、道産建築材の安定供給を推進するため、甲と乙の取引に関しての基本的な事項について定めるものとする。

（取引内容）
第２条　取引する製材の品目、年間取引量の次のとおり定めるものとする。

	品　目
	年間取引量

	
	㎥

	
	㎥

	計
	㎥



（取引価格）
第３条　乙が甲から引き取る製材の価格は、同製品の外材価格にかかわらず、道産原木価格を基礎に甲乙協議の上、決定するものとする。

（変更等）
第４条　この協定を変更する場合は、甲乙協議の上、変更することができるものとする。
　　２　甲または乙が故意または重大な過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することができるものとする。

（有効期間）
第５条　この協定の有効期間は、令和６年３月３１日までとする。ただし、有効期間の１ヶ月前までに甲乙それぞれ異議の申し出がない場合は、協定期間を延長し継続されるものとする。
（２　この協定は、令和４年４月１日に遡って適用されるものとする。）

（協定に定めのない事項）
第６条　この協定に定めのない事項については、必要に応じ、甲乙協議して定めるものとする。

この協定を証するため、本書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有するものとする。

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　住　所　札幌市中央区北３条西６丁目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　○○製材株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　○○　○○


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　住　所　札幌市中央区北２条西６丁目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　△△プレカット株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　△△　△△
